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SDGs…理学療法士にできること
会 長 宮 本 謙 三

世界の経済活動が加速度的に発展する中、一方で環境破壊が深刻さを増し社会格差の広がりも指摘されて
いる。経済社会の発展は人々を幸せにしてくれると信じていたが、人間社会はそれほど単純ではなさそうだ。
そうした実態を世界共通のテーブルに乗せ、問題意識の共有のためにクローズアップされだしたのが「SDGs」
という言葉である。
SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、「誰一人取り残さない」持続可能でよ
りよい社会の実現を目指す世界共通の目標である。2015年の国連サミットにおいて全加盟国が合意した「持
続可能な開発のための2030アジェンダ」の中に掲げられた。2030年を達成期限とし、17のゴールと169のター
ゲットから構成されている。昨今、これを意識した取り組みが政府や企業によってPRされている。
理学療法士も関係する事柄が含まれているだろうかと調べてみたら、少なからず取り組める内容があるよ
うなので紹介したい。17のゴールのなかで理学療法士に関係があるかもしれない４つについて抜き出してみ
た（下図参照）。No３の「すべての人に健康と福祉を」という目標を達成するためには、医療や理学療法の
進歩に貢献すると同時に、より良い社会保障制度を構築する努力や発展途上国への支援なども求められよう。
No５の「ジェンダー平等の実現」には、職場や家庭の中での平等が意識され実現されているのか謙虚に省み
る必要がある。そして、バリアフリーの街づくりへの貢献は言うまでもない（No11）。さらに、我々には「医
学的リハビリテーションは戦争で傷ついた兵士を再び戦場に送り出すのか？」と問われた歴史がある。戦争
が生み出す多くの障害者に関わってきた職種として、発信すべきメッセージもあるように思う（No16）。こ
れらの他にも関連する項目が並んでいる。すべてを紹介することは出来ないが、是非とも皆さんもSDGsを
意識し、理学療法士として行動に移すべき課題を共有してみてはどうだろう。理学療法士は社会的弱者との
接点の多い医療職であるし、男女格差の比較的少ない職種のように思う。そしてPhysical Therapistは世界
中に仲間がいる。自分たちの権益だけに目を向けるのではなく、グローバルな社会で共生するための、意識
の身だしなみを整えておく必要がある。
そう言いながらも、まずは県協会活動に女性の声を反映することが先決かもしれない……。若い世代の声
も聴きとれなくなっているのかもしれない……。謙虚に反省し、SDGsを意識しながら一歩一歩社会変革を
進めていきたい。
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❖❖❖ 山本双一先生に感謝状 ❖❖❖

このたび、本会の山本双一会員（前会長）に日本理学療法士協会会長より感謝状が贈呈されました。これ
は永年にわたる日本理学療法士協会の会員あるいは委員としての活動と功績に対し、感謝の意が表されたも
のです。
山本先生は４期８年間（平成19年～26年）の県協会会長職はもとより、事務局長等の役員としても数十年
もの間本会を支えてこられました。そして日理協の代議員や各種委員、さらには日本物理療法学会の会長も
務められました。日本理学療法士協会のみならず高知県理学療法士協会にも多大な貢献をされており、本会
を育て上げた第一人者でもあります。現在も高知リハビリテーション学院・専門職大学で教鞭をとられると
ともに、高知県理学療法士協会の事務長として本会の屋台骨を支えて下さっています。
高知県理学療法士協会としましても、これまでの献身的な活動にあらためて感謝申し上げますとともに、
今しばらく本会の運営にお力添えをいただき、公益法人としての品格を備えるべくご指導をお願いしたいと
思います。長きにわたり本当にありがとうございました。

会長 宮本謙三
 
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【総務部】
部長 岡部 孝生

総務部では、公益社団法人における国及び自治体機関への提出書類の作成と提出など事務手続きを行っています。

また、事務職員との連携により各種書類作成・確認や事務処理・手続等を効率的且つ円滑に進め、事務局機能の一層

の充実を図っています。高知県理学療法士協会内においては、各部および委員会間の調整を図り、会員管理・協会と

の連絡など、高知県理学療法士協会運営事務の円滑化に努めています。また、会員誌などの発送業務や臨床実習指導

者講習会への運営協力も行っています。今年度につきましては、高知県理学療法士協会設立50周年式典の企画・運営

も担っております。

【医療部】
部長 前岡 修二

介部各 紹

医療部は、各会員に対し、適切にリハビリテーションサービスが、提供できるよう、診療報酬に関する情報を収集

および提供、また医療安全に関る知識や技術向上の促進や高知県内会員所属施設の実態調査に努めています。事業

は、1.診療報酬など医療に関する情報収集や提供（高理協のホームページやニュース等への掲載）また、会員からの

質問や問い合わせを受け付け。2.高知県内会員所属施設におけるリハビリテーションに関する実態調査。3.医療安

全研修会の開催（２回／年）が主な内容です。

現在の医療部は、30年程前は、「身分保険部」とし

てのリハビリテーションや診療報酬の勉強会や情報

発信を行っていた流れのある部です。先に、ご活躍

された高知リハ専大の清岡先生や、現在の部員でも

ある高知赤十字病院の松村先生らにご指導いただき

ながら活動しています。部会では、少人数ながら、各

施設の情報交換等も行いながら「医療」に関する情報

発信ができればと考えています。これからは、広報

部と連携して「プッシュ型」の発信も出来ればと画策

中です。

総務部スタッフ

2020年度 吸引研修リモート会場の様子
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日本理学療法士協会 代議員の選挙が行われます

高知県理学療法士協会 外部団体派遣委員紹介
委 員 名 氏 名（役職名)

高知県がん対策推進協議会委員 小笠原 正（副 会 長）
高知県介護保険審査会における公益代表委員 小笠原 正（副 会 長）
高知市高齢者保健福祉計画推進協議会委員 宮本 謙三（会 長）

高知県社会福祉協議会評議員 宮本 謙三（会 長）
高知県脳卒中医療体制検討会議委員 日野 工（理 事）
高知県高齢者保健福祉推進委員会委員 宮本 謙三（会 長）

高知県口のリハビリテーション研究会世話人 小笠原 正（副 会 長）
高知県在宅緩和ケア推進委員会委員 前岡 修二（理 事）

高知県スポーツ協会スポーツ医・科学委員会委員 木下 雄介（保健部長）
高知県高次脳機能障害支援委員会委員 大畑 剛（副 会 長）
高知市在宅医療・介護連携推進委員 小笠原 正（副 会 長）
高知県地域医療構想調整会議委員 小笠原 正（副 会 長）

高知県災害リハビリテーションを考える委員会委員 小笠原 正（副 会 長）
高知県介護支援専門員研修等向上委員会 和田 譲（理 事）

高知市介護認定審査会委員 田中健太郎
高知県循環器病対策推進計画策定委員会 大畑 剛（副 会 長）

立候補および投票は、日本理学療法士協会

ホームページのマイページより行えます。
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みなさん、こんにちは。偉大な先輩の須崎くろしお病院の中山智晴さんからバトンを受けました、JCHO高知西病
院の市川祐生です。高知リハビリテーション学院卒業で気づけば早いもので12年目の理学療法士となっていました。
年齢も30代となり20代のころは休みの日や仕事終わりにはサッカーやフットサル、釣りなどの趣味があり体力には
少し自信がありました。しかし最近は子どもと遊ぶことで息切れが生じ、子どもの風邪がうつったりと体調を崩す
ことが多くなり、体型も昔のズボンや服が入らないような情けない体型になり、
体力の低下を感じてきました。現在は趣味もなくなり体を動かすのがしんどい、
めんどくさいと感じてきていましたが、智晴さんを見習って、何か目標を作り体
を鍛えてみようかと思っています。何か楽しい趣味があれば紹介してください。
話は変わりますが、協会のホームページにも掲載されているように来年度か

ら理学療法士協会の生涯学習制度が新しくなります。前期研修と後期研修を履
修し登録理学療法士という新しい流れとなっています。このような新しい流れ
にもついていけるように日々の臨床や自己研鑽に励むように頑張っていきたい
と思います。
写真は最近、日曜日になるとロバのパン屋が家の近くを通ることが多く、パン

をよく買っています。みなさんも一度は聞いたり、口ずさんだりしたことはあ
るのではないでしょうか。袋に歌詞が書かれていたので貼っておきます。
次は学生時代の同級生でセミナーが一緒であった、高知医療センターの西森

大地君にバトンタッチします。大地君よろしく！

 

独立行政法人地域医療機能推進機構 高知西病院 市川 祐生

独立行政法人地域医療機能推進機構 高知西病院 吉名 祐人

みなさん、こんにちは。膝前十字靭帯を断裂した尾中純大君からバトンが回ってきた吉名祐人ですが…何せ文章
能力・語彙力がないため（ネタはたくさんあるのですが…）締め切り期限にも追われ現在苦しんでおります。そんな
私は高知西病院に理学療法士として８年目を迎えましたが、良い職場環境、優しい先輩方、仲間との出会いに恵まれ
ていることに感謝しています。
話は変わりますが、最近私の身の回りで起こった「世にも奇妙な物語」をご紹介します。実家暮らしをしている私

は家の鍵を普段から所持しておらず、実家のポストに鍵を入れて出入りをしていた。今から２週間前に、ポストに入
れていたはずの鍵が無くなっていることに気づく。空き巣に入られた形跡や金品が盗まれた様子もなかったので「そ
のうち出てくるだろう」と軽い気持ちで過ごしていた。このことを兄に相談すると、鍵が無くなる１週間前に兄が実
家に空き巣が入る夢を見たそうだ。また、テレビ報道においてもコロナが原因による不況で空き巣や窃盗が増えて
いるという報道もされていたこともあり、家庭内には重い空気が流れていた。さらにその翌朝のこと…無くなった
はずの鍵がポストに戻っていたのである。私の鍵であることは間違いなかった
のだが、私は何か違和感を感じていた。それは、鍵に引っ掛けていた紐が明らか
に短くなって返ってきたのである。これで確信を得た。合鍵を作られたと…兄
が夢で見た空き巣の犯人とは・・・？
それからすぐに玄関の鍵穴を変更し新しい鍵を作りました。私はそれ以降、

家に帰るたびに毎回びくびくしながら周囲を確認するようになり、かなり怪し
い雰囲気を醸し出していると思います。
今回、幸いなことに何かを盗まれることはありませんでしたが、空き巣や盗難

は他人事ではなく、常日頃から防犯に対する意識・対策をしなくてはいけないと
改めて感じさせられた出来事でした。次回は学生時代の同期で高知生協病院の
花岡里菜さんにバトンを回そうと思います。りなちゃん！よろしく！
最後に一句・・・

※バトンを引き受けた会員の皆様は、令和４年２月10日までに
kouhou@kopta.netまで原稿をお送りください。
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保健部 木下雄介
皆さん、リレー・フォー・ライフ(命のリレー)知ってますか？
1985年、一人のアメリカ人外科医がトラックを24時間走り続け、アメリカ対がん協会への寄付を募りまし
た。「がん患者は24時間、がんと向き合っている」という想いを共有し支援するためでした。がん患者(サバ
イバー)や家族、その支援者(ケアギバー)らが会場を交代で夜通し歩き、がん征圧への願いを新たに、絆を深
め合うチャリティイベントとして発展しました。現在は世界約30ヵ国、約4500ヵ所で開催され、年間寄付は
300億円にのぼります。日本国内では2006年９月、つくば市で第一歩を踏み出し、2020年では52ヶ所に広がり
ました。寄付金は日本対がん協会を通じてがん治療の発展や患者支援、検診の啓発に役立てられています。
今、日本人の２人に１人が生涯のうちがんに罹患し、年間で亡くなる人の３割ががんと言われています。
高知では2008年に初開催し、今年は10月16日(土)春野総合公園で14回目の開催、感染対策もあり高知県在
住者のみ参加13時から19時までの時間短縮で行われました(当日高知県ステージ注意レベル)。また、今年度
も通常であれば多くの病院や企業、職能団体等多くの参加チームがありますがコロナ禍10チーム(企業や銀
行、学校等)の参加あり、職能団体としては高知県理学療法士協会のみの参加となりました。
会場グラウンドを高知県理学療法士協会ののぼり旗をもち自由にウォーキングと休憩をとりながら歩行距
離10キロ程になりました。(午前中に個人的にトレイルラン10キロ)
コース沿いに置かれたルミナリエバックにかかれた沢山の方々のがんへの思いにはせながら、会員同士で
コミュニケーションをはかり、ゆっくりと流れる時間はせわしい現代にとってとても贅沢な時間をすごすこ
とができました。
来年度の開催時は、会員の皆様、ぜひどうでしょう！

 

令和３年度 学会・研修会予定表（令和４年１月～令和４年３月）
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リレー・フォー・ライフ・ジャパン2021高知リレー・フォー・ライフ・ジャパン2021高知

日程 事業内容 主催
令和４年 １月予定 会員新年交流会 厚生部

１月７日（金） 幡多ブロック研修会 会員区活動部
１月15日（土） 中央西ブロック研修会 会員区活動部
１月21日（金） 安芸ブロック研修会 会員区活動部
２月10日（木） 新人症例報告会（安芸ブロック） 会員区活動部
３月20日（日) 第35回高知県理学療法学会 学術部

３月26日 (土)－27日(日) 第14回高知県臨床実習指導者講習会 高知県臨床実習指導者講
習会運営協議会
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なぜ若者は理由もなく会社を辞められるのか？
〈中野雅至著，扶桑社新書．2021〉

コロナ禍のご時世、臨床現場は新人教育どころではないと察するが、理学療法士養成校も、多くの授業は

オンラインで遠隔授業となり、臨床実習も一部は学内実習に読み替えて、単位をあたえて卒業という、異例

の扱いとなってしまった。これでは、特に臨床教育が不足したままの新理学療法士が増えることになり、こ

の後輩たちが中堅になったときを心配してしまう。

それでも著者はこの若者を育てるのは大人である我々であって、それには我々の意識改革が求められると
訴える。著者は、TV「そこまで言って委員会NP」でお馴染みの元官僚で大学教授であり、本著の後半では大
学での授業を話題の中心にしているが、大学教授目線からのいまの若者を見据えての教授方法を説いている。
ニュースNo,168のこのコーナーでの繰り返しで恐縮ながら、我々の業界では、個人主義的と言っていいの
かどうかわからないが考え方や手技手法について「隣人には口も手も出さない」的な風潮がある。この10年、
理学療法士(有資格者)数は倍増して、今年度は20万人程になっているというご時世、年間１万人も生まれて
くる新人理学療法士を、我々が先ずは同僚に育てる責務がある。医療人は、聖職者・教育者と共に保守的な
意識が強いとされることもあり、教育・指導・育成には、これまで以上にエネルギーが必要であっても風潮
打破に力を注がねばならない。本著は、その育て方について大いに参考となろう。

(山本双一)
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第49回四国理学療法士学会に参加・発表を終えて第49回四国理学療法士学会に参加・発表を終えて

いずみの病院 渡邊 真帆
理学療法士５年目の私は、新人時代から比較すると普段の仕事はある程度行えるようになったのかなと思
います。しかし、そろそろ何か経験年数に応じた活動もできた方が良いのかなとどこかで思うようになりま
した。時間とともに経験年数は重なるものの、本当に臨床の患者様のために還元できているのか、とふと考
えることや、これから出会う患者様に何か役立てられる活動はないかと少し考えていました。
そこで今回、オンラインで開催される第49回四国理学療法士学会（香川県）への参加を検討してみました。
元々人前で発表することは苦手な方で、発表に関しても自分の一症例発表が何か役に立つのか、研究ではな
く単症例のみの検討で大丈夫か、など思うところは多くありました。また、四国学会での発表はとてもハー
ドルが高いものに感じていましたが、職場の先輩や周囲の協力を得て挑戦してみることになり、なんとか形
にする事ができました。オンラインであるためか自宅からの参加は緊張感が少なかったのですが、座長の先
生や聴講者の質問は前向きな内容が多く、同じ臨床場面での課題を抱えている四国内の理学療法士は複数い
らっしゃるのだと実感しました。オンラインではありながらも、発表の準備期間も含めて普段の自分の臨床
内容を深く振り返る機会にもなりました。これを機に、今後は臨床活動、それ以外の雑務、職場の先輩・後
輩との交流等も含めてより良いものを提供できる理学療法士でいたいと思いました。リモート学会を運営い
ただいた皆様、学会発表に協力いただきました職場の先輩方に感謝しています。ありがとうございました。

第14回高知県臨床実習指導者講習会のご案内
日 時：令和４年３月２６日（土）～２７日（日）

開催場所：Web開催

申し込み方法：高知県理学療法士協会HPもしくは

右記のQRからお申し込みください。
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施 設 名 住 所 診療科・他

(医)青山会
青 山 整 形 外 科

〒781-5103 高知市大津乙1877－４

TEL 088-866-5366 FAX 088-866-5366
整形外科・リハビリテーション科・リウマチ科

(医)新松田会
高 知 医 療 学 院

〒781-0270 高知市長浜6012-10

TEL 088-842-0412 FAX 088-841-1783
理学療法学科

(学)高知学園
高知リハビリテー
ション専門職大学
高知リハビリテー
ション学院

〒781-1102 高知県土佐市高岡町乙1139－３

TEL 088-850-2311 FAX 088-850-2323

理学療法学専攻・作業療法学専攻・言語聴覚
学専攻
理学療法学科・作業療法学科・言語療法学科

(医)白菊会
白 菊 園 病 院

〒781-1154 土佐市新居萩の里１

TEL 088-856-1101 FAX 088-856-3364

内科、循環器内科、消化器内科、神経内科、外
科、整形外科、脳神経外科、消化器外科、小児
科、リハビリテーション科

社会医療法人
近 森 会

〒780-8522 高知市大川筋一丁目１-16

TEL 088-822-5231 FAX 088-872-3059

近森病院（地域医療支援病院)、近森リハビリ
テーション病院（回復期リハビリテーショ
ン)、近森オルソリハビリテーション病院、総
合心療センター近森

(学)土佐リハ学院
土佐リハビリテー
ションカレッジ

〒781-5103 高知市大津乙2500-２

TEL 088-866-6119 FAX 088-866-6120
理学療法学科・作業療法学科

(医)仁智会
ヘルシーケアなはり

〒781-6402 安芸郡奈半利町乙3740番地1

TEL 0887-38-5566 FAX 0887-38-5564
介護老人保健施設

(社医)仁生会
細 木 病 院

〒780-8535 高知市大膳町３７番地

TEL 088-822-7211 FAX 088-825-0909

総合診療科、内科、外科、整形外科、小児科、
耳鼻咽喉科、緩和ケア科、放射線科、泌尿器
科、脳神経センター（脳神経外科）、専門外
来、セカンドオピニオン外来、病理診断科、
麻酔科

(株)リハライフ
〒781-8007 高知市仲田町６-24

TEL 088-856-6667 FAX 088-856-6668
通所介護事業所（デイサービスセンター）
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編 集 後 記
今回のニュースの中でも「リモート会議」や「e-ラーニング」、「オンライン開催」などという言

語が当たり前に使われており、コロナ禍において時代が一変したことをつくづく実感させられます。
先日、日本理学療法学会主催の全国広報関連担当者の意見交換会が開催され、他県における広報活

動の現状を知る機会がありました。今回が初めての取り組みであり、コロナ禍でオンライン会議が普
及したからこそ実現されたものであり、オンライン化のメリットを感じる機会になりました。
今年も残りわずかとなりましたが、来年はさらにSNSを活用した広報活動も視野に入れ、より会員

の皆様に情報が迅速に届けられるよう尽力して参りますので今後ともよろしくお願いいたします。
（濱尾 英史）


